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松
本
市
は
、
令
和
3
年
4
月
1
日
に
中
核
市
に
移
行
し
ま
す
。
超
少
子

高
齢
型
の
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
中
核
市
へ
の

移
行
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
す
。

中
核
市
移
行
で

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

政令指定都市
20市(人口50万人以上)

中核市
62市(人口20万人以上)

一般市
710市

※ 市の数は、令和3年4月時点

松
本
市

大

小

事
務
権
限
の
量

札幌市、横浜市、福岡市など

金沢市、姫路市、鹿児島市など

中
核
市
に
移
行
す
る
と

　
中
核
市
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く

大
都
市
制
度
の
一
つ
で
、
都
市
の
規
模

や
能
力
に
応
じ
て
事
務
の
権
限
を
配
分

す
る
も
の
で
す
。

　
松
本
市
が
中
核
市
に
移
行
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
長
野
県
が
行
っ
て
い
た
約
２

５
０
０
の
事
務
を
新
た
に
担
い
、
保
健

所
の
業
務
を
は
じ
め
、
よ
り
市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
規
模
の
大
き
な
都
市
（
金
沢

市
、
姫
路
市
、
鹿
児
島
市
な
ど
）
の
仲

松本市は
一つ上のステー

ジへ！

携
を
強
め
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
の
延

伸
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

※�

加
齢
に
よ
っ
て
心
と
体
の
機
能
が
低

下
し
、
介
護
に
な
る
手
前
の
状
態

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

危
機
管
理
体
制
の
強
化

　
保
健
所
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
市
が

検
査
や
感
染
者
の
疫
学
調
査
を
的
確
に

実
施
し
、
感
染
へ
の
早
期
対
応
や
感
染

防
止
に
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
感
染
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
自
然
災
害
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
市
民
の
命
を
守
る
災

害
医
療
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

間
入
り
を
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
格
や

知
名
度
が
上
が
る
と
と
も
に
、
大
規
模

災
害
時
の
相
互
応
援
協
力
の
協
定
を
新

た
に
締
結
す
る
た
め
、
災
害
時
の
態
勢

が
充
実
・
強
化
さ
れ
ま
す
。

地
域
ニ
ー
ズ
を
よ
り
反
映
し
た

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
医
師
を
は
じ
め
医
療
専
門
職
が
新
た

に
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
検
診
、

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
や
介
護
保
険

給
付
費
な
ど
の
デ
ー
タ
分
析
を
総
合
的

に
行
い
、
分
析
よ
り
明
ら
か
に
な
る
ニ

ー
ズ
や
課
題
を
踏
ま
え
た
、
※
フ
レ
イ

ル
や
疾
病
の
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
医
療
や
介
護
事
業
者
と
連

※�「今月の一枚」「まつもとの味」は紙面の
都合でお休みします
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　中核市への移行に合わせて、長野県松本合同庁舎1階（島立
1020）に「松本市保健所」を設置します。保健所では、市民生
活における保健衛生環境の維持・向上に取り組み、安全な医療の
提供や、感染症の未然予防と対策、食の安全確保などを通じて、
市民の皆さん一人ひとりの命と健康を守る取り組みを進めます。

　発熱等の症状がある場合は、まず電話で「かかりつけ医」など身近な医療機関に相談してください。
かかりつけ医を持たない方や、土日・祝日・夜間など、相談先にお困りの場合は、本センターに電話で
ご相談ください。　※令和3年3月31日までは、長野県の受診相談センター（☎40－1939）へ

松本市保健所

松本市新型コロナウイルス感染症受診相談センター
☎47－5670　開設日時：令和3年4月1日午前0時～

【松本市役所東庁舎2階】

健康づくり課（☎34－3217 ｆ39－2523）

・予防接種、母子保健、各種健診
・不妊治療・不育治療の助成　など

【長野県松本合同庁舎1階】　（島立1020）

保健総務課（☎40－0700 ｆ40－0811）

・医療従事者等の免許申請の受け付け
・診療所等の開設許可、届出の受理　など

食品・生活衛生課
（☎40－0704 ｆ40－0811）
・薬局の開設許可、届出の受理　　
・飲食店等の営業許可、監視指導　
・動物愛護　など

保健予防課（☎40－0701 ｆ40－0811）

・精神保健、指定難病の相談、支援
・感染症の予防、対策　など

【すでに長野県保健所から許可を受けている方】
　令和 3年 3月31日までに長野県知事や長野県
松本保健所長の許可などを受けている場合は、改
めて許可などを受ける必要はありません。松本市
長や松本市保健所長の許可などを得たものとみな
します。ただし、4月 1日以降に更新や変更など
がある場合は、松本市保健所で手続きが必要です。

【小児慢性特定疾病医療費の支給を受けている方】
　長野県発行の受給者証は、令和 3年 3月31日
で有効期間が終了します。4月 1日以降の新し
い受給者証は、3月24日に松本市こども福祉課
から送付しました。4月 1日以降に受給資格の
申請を行う場合は、医師と相談の上、松本市こど
も福祉課（東庁舎 1階　☎33‒9855 ｆ36－9119）
で手続きしてください。

【各手数料の支払方法】
　松本市保健所での一部の手数料について、これまで長野県収入証紙での納付だったものが、現金にな
るなど、変更があります。事前に各担当課へご確認ください。

　新設する「保健総務課」「保健予防課」「食品・生活衛生課」の3課は、長野県松本合同庁舎1階で、
既存の「健康づくり課」は、引き続き市役所東庁舎2階で業務を行います。

　松本市保健所の窓口と主な業務

　ご確認ください
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